


沿革 と由来

簾 は､古 くか ら室 内 の しきりや Eは けなどに使 用 されてきました｡

平 安 時 代 中期 ､清 少 納 言 の ｢枕 草 子｣をみ ますと､宮 廷 生 活 の 
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中 に簾 (この場 合 は御 簾 )が 使 われているの が わか ります｡

徳 川 家 康 の 江 戸 開 府:以 来 ､江 戸 の繁 栄 につ れて､武 家 屋

敷 ､神 社 仏 閣 ､商 家 などに簾 が 使 われ るようになりました｡江 戸

時 代 元 禄 期 に発 行 された 咲 掻 訪 儀 晶 義 ｣には､江 戸 の 町 に
ふ 丁 し
御 簾 師 (屋 )が いたことが わか りま1.また､明 治 5年 (1872)発 行

の ｢東 京 府 志 料 ｣にも､東 京 各 地 で 簾 が 生 産 されている状 況

が 記 されています｡

江 戸 時 代 にはぐくまれ た江 戸 簾 の 伝 統 の 技 法 は今 も受 け

つ が れ ､生 活 の 中 に風 流 の 心 をもた らす粋 な室 内 装 飾 品 とし

て､新 らしい需 要 が 高 まっています｡

■東京都知事指定 昭和 58年8月1日

伝 統 的な技術 ･技法 
(タケ の 場 合 ) (ヨシ､ハ ギ､ガマ､ゴギョウの 場 合 ) 

1.竹割 り 編み順のための見当しろ
竹を一定の良さにり)り､もみぬか､紗､上江等でこすり

なたで大割 りをし､目( し)をひいた後､

へぎ(皮と身をへいでうすくする)を行い､小刀で小割りとけずりをしまう1. 下ごしらえ 水洗いをしよ りふし げろ ~ ~ ･ . - - :~J ∫

2.選別 ヨi,1-ギ､ゴギョウ､イヨダケの場合､編み出す魁 品を想定

､ごれをと､ は髄でl . 亙 可 j ● l1 I ∴ 

して､ 先端)中 ( ､ 根元) FTA をひいた後､へぎを行いtノ｣､刀でウラ( ､ 中間)モト( の太さをJllJえながら送別 をし なfで
りり
割
'をし目るJ大り､

小割と1りす.ま1. 

3.編み 素材のくせを直し､左右均等)になるようにウラ､モトを交二軌 二編

みあげます.編みの技法 には､1本編み､2本編み (松葉舶み)､もじり
さ-こ) 手 取 り ･)燥さ lJめに､ =順序(:= o′ t せる りすっf 1はねる
 

編み､組み編み､蛇腹編み､包 l+l編み､こまがえLなどがあります｡


伝統 的に使用 されてきた原材料

タケ､ヨシ､-ギ､ガマ､ゴギョウ､イヨダケ
竹ひこハギ､ガマ､ヨシ等をモト､ウラO)鞭に1本ずつ編んでいく材料の- .

編 み 太さや用途によって､投げ玉の重さをかえる｡

主な製 品名

内掛簾､外掛簾･､応用簾､小物旅
編み上ったすfJlれの両端をそろ入るために､大はさみでg]り､上Lfにさ/i

.仕 上 げ をつける. 
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内掛すだれ

自然の景色を室内にとりこむ日本人

の知恵､座敷すだれは､平安朝

の時代から今も生きつづける優雅

で格調高い夏の風物詩です｡天

然素材の味わいと繊細な技法は

工芸 品として価値 ある生 活道具

で~㍍

外掛すだれ

夏の目ざLを柔らかく遮光し､通風

もよく目隠しのはたらきもする外掛す

だれは丈夫さが身上｡素材には

タケ､ヨシ､ゴギョク､ノ､ギ､ガマなど

が用いられます｡また茶室用には

皮付 ヨシの風情 が珍重されてい

ま㍍~

竹皮すだれ 1800% まて さつ まよ しすだれ 1200%巾まで 萩すだれ IIOO%巾まで

100 *水竹すだれ皮付 よ しすだれ 0%巾まで御形すだれ E200%巾まで I; 柑00%まで
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赦すだれ(分け績み) 座敷すだれ(ニ分布) 座敷すだれ(四分布) 割竹すだれ(サ ビ竹) 1800% まで 割竹すだれ(晒竹 ) 0D% まで 地 よ しすだれ J800%まで



小物すだれ

のり巻すだれ､せいろ用すだれは､

日本の食生活を支えてきた陰の立

役者｡業務用に､家庭用にと古く

から重宝されてきました｡竹のもつ

天然素材の味が日本の食文化の

味をつくり上げたので-T.

ざるそば用･丸 

応用すだれ

すだれ障子､衝立､犀風などの応

用すだれは､部屋の間仕切 りに､

また玄関などに日本の伝統美を

演出してくれます｡ふすまに代 わる

お部屋の衣替えの機能は生活の

句読点で~㍍

衝立

/ 
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風炉先展風

簾戸 風炉先展風
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